
 佐々木  弘泰
（ささき・ひろやす）

 「地域と一緒に歩みながら恩返しできたら」

　今回の「地域人」は、浜田市内の老舗として店舗を構えな
がら、浜田駅北医療フェスタ実行委員会代表の佐々木 弘
泰さんをご紹介します。

活動のきっかけ
　江戸時代に油を商う「佐々木屋」から１９代目、明治２
０年の「油屋」創業から４代目と地元浜田で長く商売をさ
せていただいています。この浜田駅北医療フェスタ（当時
は浜田駅北フェスタ）の発起は、浜田医療センターの移
転が駅北地域に決定した際、弊社隣接の中央商事　郭
社長様より「浜田医療センターの移転を機に、駅北地域
を医療・福祉を考える地域として広く認知してもらう地
域参画型のイベントを企画してみてはどうか？」とのお声
を掛けて頂いたことから、同社長を代表にお願いし、平
成21年に第１回目を開催いたしました。その後、浜田医
療センターが現地に移転されてから「医療・福祉・介護
を考える」をテーマに、浜田駅北医療フェスタとして再ス
タートしています。

浜田駅北医療フェスタ
　第1回目はスーパーダップスの旧店舗前を歩行者天国に
して地域のお祭りとして開催しましたが、前年に秋葉原通
り魔事件が発生した影響からか、なかなか許可が下りず苦
労しました。また、浜田医療センターが移転してきてから
浜田医療センターの病院フェスタや浜田医療センター附
属看護学校の学園祭も同時に開催するにあたっては、な
ぜ合同で行うのかと周囲の方から理解を得るのにかなり
時間を要しました。地域の住民の一人として、また駅北を
賑わう町として盛り上げるために、地域の中核病院が移転
してくることへの歓迎の意を示したかったこともあります。
　早いもので浜田駅北医療フェスタも10回を数え、ＪＲ、
ライオンズクラブ、医療を考える会からも声をかけていた
だき、毎年趣向を変えながら駅北地域一帯を巻き込んだ
大イベントに成長し、来場者数は2000人を超えるほどに
なりました。

地域の学生たちに向けて
　三隅町にあるリハビリテーションカレッジの生徒数は減
少傾向にあります。地域で働いてくれる医療従事者を増や
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るだけの医療知識が必要であり、またレセプトの記載内容
に間違いがあると診療費の支払いを受けられなくなってし
まうため、作業の正確性も求められます。
　もちろん、『受付・会計業務』を行っている事務職員も診
療受付時間外ではこの『レセプト業務』に携わっており、全
員がスペシャリストです。
　病院が得る収入の大部分はこのレセプトによる支払いに
占められており、病院経営を支えるのが医療事務の重要な
役割と自負して業務に励んでいます。

今後の目標
　『受付・会計業務』を行う事務職員は、皆様が病院に来
て一番最初と一番最後に接する職員です。“病院の顔”とし
て、皆様に安心感や信頼感をもっていただけるよう、常に
笑顔と心配りを忘れず頑張っています。
　また、『レセプト
業務』を行う事務
職員も、日々専門
能力に磨きを掛け
ながら病院の経営
を支え、地域医療
に貢献してまいり
ます。

医療事務の仕事とは？
　医療事務とは病院で働く事務職員の中でも患者さんの
診療費に携わる部門の職員が行っている業務の事で、そ
の仕事領域は大きく分けて２つあります。それは『受付・
会計業務』と『レセプト業務』です。
　皆様がもっともイメージしやすいのは『受付・会計業務』
ではないでしょうか？受付業務は、病院の窓口において患
者さんのカルテや診察券を作成したり保険証の確認を
行ったりしています。会計業務は、診察が終了した患者さ
んの診療費を計算しお金を支払っていただいています。

壁の向こうでは何が行われているの？
　しかし『レセプト業務』を行っている事務職員は、あまり
なじみがないのではないでしょうか？
　通常、窓口奥の壁の向こう側で日々パソコンに向かって
仕事をしておりますが、医療事務の中でもっとも専門的な
能力を発揮している部門でもあります。
　病院では、患者さんは窓口で保険証を提出して保険診療
を受けていただきますが、このとき窓口で診療費全額をお
支払いいただく訳ではなく、一部を患者さんご本人が支払
い、残りは保険証を交付している国民健康保険組合などが
支払う仕組みとなっています。
　そのためレセプト業務を行う事務職員は、患者さんの診
療内容を１ヶ月毎にレセプトという書類にまとめて請求す
る業務を行っています。レセプトを作成するためには、医
師がカルテに記載した病名や診療内容と薬の種類や検査
の実施などに整合性がとれているかどうかをチェック出来

　病院は、病める人を社会復帰させることを目的とし、医師をはじ
めとする多くの職員の連携と協力による「チーム医療」に取り組ん
でいます。病院の中には、さまざまな業務があります。
　医局・看護部・薬剤部・検査科・栄養管理室・放射線科・リハビリ
テーション科・臨床工学科・事務部・地域連携室などで働いている専
門職種がチーム組んで、それぞれの専門分野での経験や知識、技術
を集約して、患者さんに最も適した最新の治療にあたっています。
　また、適切なアドバイスや必要な情報提供を行って早期社会復帰
への手助けをしています。
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Medical office work
していかなければ、医療・福祉・介護を守っていくことが
難しくなると考えています。学生が何を学んでいるのかな
ど学校の紹介をフェスタで行っていき、学生たちが興味
を持ってくれるようにしたいですね。また、小・中・高校
生などの学習発表の場を設けることも考えています。

地域の方に伝えたいこと
　年６回、スーパーダップスにおいて、介護事業所「ほほ
えみライフ」とコラボし、無料介護利用相談を行っていま
す。毎回２時間ほど開催し、ケアマネージャーが来店され
ます。無料で場所を提供することで、地域の皆さんへ利益
を還元させていただいています。次回は２月15日（金）13
時から開催予定です。また、旧スーパーダップス跡地にビ
ジネスホテルを建設します。14階建の246室を備え、東
横インへ貸し出す予定です。現在交渉中ですが、浜田医
療センターを利用されている患者さんの家族の方への割
引なども予定しています。こちらは2020年３月にオープン
予定です。私どもの本業は商いですので営利を出す必要は
ありますが、これからも営利を還元することで地域の方が
喜んでいただけるように恩返ししていきたいですね。
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